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       表１：2011 年ディベート授業での論題（２年／３年）       
   順番 月 日  テーマ                 
 １   3 月 28 日 昼寝の習慣があった方がよいか，よくないか 
 ２   4 月 25 日 国際結婚はよいものか，よくないものか 
 ３   5 月 30 日 大家族の方がよいか，核家族の方がよいか 
 ４   6 月 27 日 健康が大事であるか，お金が大事であるか        
 １   3 月 7 日 卒業後中国で就職すべきか，日本へ留学すべきか 
 ２   4 月 4 日 日本のサービス業は中国で合うか，合わないか 
 ３   5 月 9 日 都会の方がよいか，田舎の方がよいか 












          図１：ディベート授業での配置  
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              表２：ディベートの進行形式          
        順番 項目  時間 担当者         
      １  開会宣言 ２分 司会者 
      ２ 第１立論 各５分 肯定１号，否定１号 
      ３ 質疑応答 各３分 肯定側←→否定側 
      ４ 肯定側第２立論 ４分 肯定２号  
      ５ 質疑応答 ３分 否定側→肯定側 
      ６ 否定側第２立論 ４分 否定２号 
      ７ 質疑応答 ３分 肯定側→否定側 
      ８ 否定側第１反駁 ４分 否定３号 →肯定側 
      ９ 肯定側第１反駁 ４分 肯定３号→否定側 
      10 否定側第２反駁 ４分 否定４号→肯定側 
      11 肯定側第２反駁 ４分 肯定４号 →否定側 
      12 自由作戦タイム 各４分 肯定側，否定側 
      13 肯定側のまとめ ４分 肯定４号 
      14 否定側のまとめ ４分 否定４号 
      15 審査からの講評 ５分 審査員 
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              表３：ディベーターのコメント例                 
 司会者：大家族の方がよいか，核家族の方がよいか。肯定側，否定側は，必ず自分の意見と 
  見解があると思います。皆さん，楽しんで両方の弁論を聞きましょう。 
 肯定側（第１立論）：大家族の方がいいです。なぜなら，人が大勢いて賑やかです。お互いの 
  理解や関心も持つことができて，そのことも大事です。 
 否定側（第１立論）：核家族の方がいいです。理由は，経済的な負担が軽く，みんな自分の自 
  由区間が広くなり，生活も楽しくなります。 
 肯定側（第２立論）：家族内で，兄弟との交流は将来社会に進出する時，人間関係の基礎にな 
  ります。 
 否定側（第２立論）：核家族がいいです。家は静かで，食事も簡単です。省エネ時代では核家 




  病気はやはり専門の医者に頼まないとだめです。人が多くて邪魔になります。 
 肯定側（第２反駁）：病気になる時，人手不足で，手遅れになったら，酷くなります。 
                 （中略） 
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